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フラスコに種子を蒔いて 15 年！ 

バヌアツ共和国固有のランが開花しました 

 

  

  

 

 

 

1997年に筑波実験植物園が「バヌアツ共和国」に植物調査を行った際、採取した株

を育成してできた種子を、2000年にフラスコの無菌培地に蒔いたものです。 

開花までには何度も植え継ぎを行い、十分に大きくなったところでフラスコから出

した株が、今回花をつけました。  

 開花したランは、ブルボフィルム・ネオブディクム（Bulbophyllum neoebudicum）

という植物で、1995年に新種として記載されたマメヅタランの仲間です。バヌアツ共

和国にのみ自生する植物で、通常は木の上で生育します。日本では筑波実験植物園以

外にはコレクションがなく、一般の人がこの花を見る機会はまずありません。紫と白

のストライプ、唇弁の濃い朱色が大変美しく、はかなげに咲く小さく可憐なランをこ

の機会にぜひご覧ください。 

 

 このような希少な植物を系統保全し、研究や保全に役立てることは、筑波実験植物

園の大切な使命の一つです。植物園の培養室では、世界の希少種を保全し繁殖してお

り、今回はその成果発表となります。 

 つきましては、本件について、取材・記事の掲載など広報に関して特段のご支援・

ご協力を賜りたくお願い申し上げます。 

 

国立科学博物館筑波実験植物園（園長 岩科 司）において、バヌアツ共

和国固有のラン「ブルボフィルム・ネオブディクム」が開花しました。 

本件についての問合せ 
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バヌアツ共和国固有のランが開花しました 

 

１．今回開花したランについて 

学名：ブルボフィルム・ネオブディクム（Bulbophyllum neoebudicum） 

分布：バヌアツ共和国固有の植物 

  花の特徴：1995年に新種として登録されたマメヅタランの仲間。花は小さいが、

紫と白のストライプ、唇弁の濃い朱色は大変美しい。 

２．今回の開花について 

開花日：2015年 8 月 5日（水） 

花の大きさ：約 1.5cm 

花の見ごろ：開花後 2－3日 

公開場所：筑波実験植物園研修展示館２階培養室 

開花までの道のり： 

・1997年の植物調査で株を採取。 

・2000年からフラスコの無菌培地に蒔いて培養育成。         

・何度も植え継ぎを行い、十分大きくなったところで 2014年 9月頃よりフラス 

コから出して育成し、2015年 8 月 5日開花。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


